より 早く やってくる。 さあ、 まるっきり、 血の気 も 失 

せて かけ 込んで、 

I 旦那 あ、 象です。 押し寄せ やした。 旦那 あ、 象です ご 

と 声 を かぎりに 叫んだ もんだ。 

ところが オッペル は やっぱり えらい。 眼 を ぱっちり 

と あいたと き は、 もう 何もかも わかって いた。 

「おい、 象の やつ は 小屋に いるの か。 居る？ 居る？ 

居る のか。 よし、 戸 をし めろ。 戸 をし め るんだ よ。 早 

く 象 小屋の 戸 をし め るんだ。 ようし、 早く 丸太 を 持つ 

ちくし よ う 

て 来い。 とじこめ ちまえ、 畜生め じたばた しゃがるな、 

丸太 を そこへ しばりつけろ。 何が できる もんか。 わざ 



ガァ、 塀の まわり をぐ るぐ る 走って いるら しく、 度々 

中から、 怒って ふりまわす 鼻 も 見える。 けれども 塀 は 

セメントで、 中には 鉄 も 入って いるから、 なかなか 象 

もこ わせない。 塀の 中には オッペルが、 たった 一人で 

叫んで いる。 百姓 ども は 眼 も くらみ、 そこら をう ろう 

ろす る だけ だ。 そのうち 外の 象 ども は、 仲間の からだ 

を 台に して、 いよいよ 塀 を 越し かかる。 だんだんに ゆ 

うと 顔 を 出す。 その 皺くちゃで 灰い ろの、 大きな 顔 を 

見 あげたと き、 オッペルの 犬 は 気絶した。 さあ、 ォッ 

ベル は 射ち だした。 六連発の ピストル さ。 ド— ン、 グ 

ララ ァガ ァ、 .ド -— ン、 グ ララ ァ ガァ、 .ド -— ン、 グ ララ 



た ま きば 

ァ ガァ、 ところが 弾丸 は 通らない。 牙に あたれば はね 

ぴき , J 

かえる。 一 疋 なぞ は 斯う 言った。 

「なかなか こいつ はうる さいね え。 ぱちぱ ち 顔へ あた 

るんだ ご 

オッペル はいつ かど こかで、 こんな 文句 をき いたよ 

うだと 思いながら、 ケ— スを 帯から つめかえた。 その 

うち、 象の 片 脚が、 塀から こっちへ はみ出した。 それ 

から も 一 つ はみ出した。 五 匹の 象が 一 べんに、 塀から 

どっと 落ちて 来た。 オッペル はケ ー スを 握った まま、 

もうく しゃくし やに 潰れて いた。 早く も 門が あいてい 

て、 グ ララ ァ ガァ、 グ ララ ァ ガァ、 象が どしどしな だ 
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